
   

 

日本超音波骨軟組織学会 会誌投稿規程 

 

１．投稿資格 

本誌への投稿は共著者を含めて，当年度の年会費を払い込んだ本学会の会員に限ります．

但し，本学会の理事会が特別に認める場合は，この限りではありません． 

 

２．投稿内容 

内容は本学会の会則に掲げた目的に合致するもので，スポーツ医科学，柔道整復学，整

形外科学領域に関するもの，並びに本学会の活動に関するものとします． 

 

３．原稿の分類 

本誌に掲載する原稿は，下記の分類に沿うものとします． 

（１）原  著：編集委員会において独創性が有りオリジナルであると認めたもの． 

（２）短  報：研究または報告に限り速報としての内容で独創性のあるもの． 

（３）症例報告：症例に対し臨床経験に基づき考察が得られたものとし，1例報告でもよい． 

（４）教育講座：総説または会員の資質向上に寄与する内容を掲載する． 

（５）研究ノート：学術的成果を含む資料として認められるもの． 

（６）超音波観察の広場：超音波研究に関する多方面からの記事を掲載する． 

（７）発表抄録（抄録原稿の内容と作成方法は演題募集に別途定める） 

（８）活動報告（学術集会，大会開催報告，会員による外部での活動報告など） 

（９）学会通信（総会記録／委員会報告／会議報告／学術集会・大会開催報告／開催予定） 

（１０）その他：編集委員会が必要と認めた内容を掲載する． 

 

４．原稿の内容 

投稿原稿は，未発表なものとし，この投稿規程に従ったものとします． 

 

５．原稿の作成方法と構成 

投稿原稿の作成方法と構成は次の通りとします． 

（１） 本文の書式は，A４版１ページの用紙に，上 30mm，下 25mm，左右各 25mm の余白

を設け，40文字×40行の横書きに設定しサイズは12ポイントを使用してください． 

（２） 各頁の下部には頁番号をつけ，和文は MS明朝体を，欧文は Times New Roman を

使用してください． 

（３） 和文の句読点は，全角ピリオド(．)および全角カンマ(，)を使用してください．なお

数字とアルファベットは半角，カタカナは全角，新かなづかいを使用し，手書き原

稿は採用しません． 

（４） 1 原稿当たりのページ数は，図・画像・写真・表を含めて A4 版で 8 ページ以内とし

ます．なお超過分の印刷に関する費用については投稿者の負担としますが，編集員



   

 

会が認める場合に限り超過ページ数を認めます． 

（５） 原稿記載様式の順序は次の通りとします． 

① １頁目：表題（タイトル），著者名，所属機関名，原稿の分類，主著者（校正者）

の連絡先（〒，住所，電話番号）を記載してください．原稿の分類については第

3 項を参照してください．なお，分類については査読や編集委員会の判断により

変更されることがあります．「所属」は氏名の後ろに（ ）で括ってください．

但し，共同研究者がいる場合は，「氏名」の右肩に＊印と番号を付け「所属」を

横に列記してください． 

例 1. 発表者のみ：   音波太郎（○○接骨院）， 

例 2. 共同研究者有り： 音波太郎＊1    波野超一＊2 
＊1（○○接骨院） ＊2（○○大学） 

② ２頁目：和文要旨（800 字以内）およびキーワード（5 ワード以内）を記載してく

ださい．要旨は，目的・対象と方法・結果・結論の順に項目を立て簡潔にまとめ

てください． 

③ ３頁目：原著および短報の場合は１頁目の内容を英文で綴ることを奨励します． 

④ ４頁目：原著および短報の場合は 400 単語以内の英文 Abstract および Keywords（5

ワード以内）を付けることを奨励します．尚，採録となった論文の英文Abstractにつ

いては，本学会にて英文校正をいたします． 

⑤ ５頁目：本文の書き出しは５頁目（英文がない場合は３頁目）からとし，【はじめ

に】，【対象】と【方法】（使用装置などの記載を含む），【結果】または【経過】，

【考察】，【結語】の順とし，【謝辞】，【利益相反】（必要に応じて記載する）およ

び【引用文献】の順で作成してください． 

（６） 図，表，写真は本文の原稿とは別にし，文中に挿入箇所を明記してください． 

（７） 外国の人名，書籍名等の固有名詞や，適当な日本語訳の無い専門用語は，引用文献

等の記述に従った原綴りを用いてください． 

（８） 図・画像・写真には「図 1」，表には「表 1」というように番号を付け，図では下に，

表では上に，それぞれのタイトルや説明を記載してください． 

（９） 単位や符号は慣用なものを用い，特殊な単位，符号，略号，用語，表現には注釈を

つけてください． 

（１０） 引用文献は，本文の引用個所の右肩に １)，２），３）と番号で示し，本文原稿の最後

に一括して引用順に記載してください． 

（１１） 引用文献の記載方法は次の通りとします． 

雑誌文献の場合 

著者名：論文タイトル．雑誌名，巻（号）：開始ページ－最終ページ，西暦発行年．   

（例）藤田紀盛：バック(後面)乱反射がおよぼす影響とその除去方法．超音波観察装

置研究会会報，6： 1-3，1995． 

① 引用文献の著者は，6 名まではすべて記載し，それ以上の場合は他（ほか），または 

et al.としてください． 



   

 

② 引用文献を記載するにあたりコロン「：」，ピリオド「．」，カンマ「，」の使用は例

にしたがって下さい． 

書籍の場合 

著者名：書籍名．編集者名，版，発行者(社)，発行地，引用ページ，発行年(西暦)． 

書籍の特定の章の場合 

（例）林浩一郎：骨折．スポーツ整形外科学．中嶋寛之編，(1)，南江堂，東京，24-26，

1987． 

 

６．著作権 

掲載論文の印刷，刊行，図表の引用および転載に関する許可の権限は日本超音波骨軟

組織学会に帰属します．掲載論文のデータベース化，二次的使用，転載および複写の

許諾権は日本超音波骨軟組織学会に譲渡されたものとし，使用料は日本超音波骨軟組

織学会に帰属します．ただし，論文の内容に関する責任は，当該論文の著者が負うも

のとします． 

 

７．倫理規定 

ヒトを対象とした研究では，世界医師会のへルシンキ宣言の倫理的規範に準拠してく

ださい．被験者には研究内容についてあらかじめ十分に説明し，自由意志に基づき文

書により同意を得てください．また，所属機関の倫理委員会またはこれに準拠したも

のの承認が必要です．なおX線写真等を用いる場合には，著者の責任において関係者(患

者，医師など)から同意を得たものに限り，同意を得られた旨の一文を末尾に記載して

ください. 但し, 協力医師が共同研究者に入っている場合には必要ありません. 動物を

対象とした研究は，所属機関の倫理委員会の承認を得てください．これらに該当する

研究論文では，このことを本文の「方法」に記載するものとします． 

 

８．利益相反 

臨床試験に関する論文は，利益相反関係の有無を本文の最後に明記してください． 

 

９．提出 

投稿原稿の提出は，原稿の作成に使用したファイル（アプリケーション名，バージョン

を明記）を事務局宛にメールで送付してください．パソコンソフト「ワード」などで，

５－（５）（６）項の規定に従って，テキスト原稿と図・画像・写真・表を別に送付し

てください．但し，使用ソフトやファイル形式については，事前に受理可能かどうか事

務局に確認してください． 

送信先： jimu@japan-ubm.jp 

 

問合せ： 日本超音波骨軟組織学会 事務局 

   〒305－0853 茨城県つくば市榎戸 748 番地 2 

   TEL&FAX 029－838－0884 



   

 

１０．校正 

第一次の校正は著者が責任を持って行い，二校からは編集委員会が行うことがありま 

す． 

 

１１．編集 

投稿原稿については，編集委員会が別に定める査読者による査読を行います．査読後は

著者に追加・訂正を求めることがあります． 

最終的な印刷原稿の段組，体裁の統一，掲載ページの割り付け等の編集作業は，事務局

が行い，投稿原稿と添付画像や写真は，返却しません． 

   

 

[2001 年 12 月 6 日  制定] 

  [2002 年 2 月 26 日 改訂] 

  [2003 年 3 月 28 日 改訂] 

  [2004 年 4 月  2 日 改訂] 

[2006 年 3 月 16 日 改訂] 

[2014 年 5 月 29 日 改訂] 

[2015 年 3 月 31 日  改訂] 

[2017 年 6 月 1 日  改訂] 

[2018 年 1 月 5 日  改訂] 

 

 

 


